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西スマトラでの熱帯多雨林の更新過程

荻野和彦
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はじめに

赤道直下の島国，インドネシアは犬小 13，000余の島々からなっている。島国とはい

え東経95。から 141'，距離にすると 5，100km余りの広大な地域にまたがっている。

陸地面積は 190万 km2，人口約 1億 6千万人の大国である。ここで述べようとするス

マトラはインドネシアの西の端にあって，この国で二番めに大きい島である。赤道を

西北から東南へ斜めに横切って，北緯5'39'から南緯5'57'に達している。長さ 1，750

km，幅400km，面積は425千km2で， 図一1で示したように行政的に8州にわかれて

いる。 1，000mをこえる脊稜山脈が海に近くせまっていることから， 西海岸側は傾

斜が急で低地の面積は著しく狭い。気候は湿潤熱帯気候からモンスーン気候まであ

る。高度の影響のないところでは温度は安定して高七年平均気混は27'C。年較差

は2'Cをこえない。日較差(10'Cをこえることがある〕が年較差をこえるのも熱帯気

候の特徴である。季節はしたがって乾期，雨期の二つが認められるのみで，主として

モンスーンによってきまる。年雨量は概して多いが地域的，季節的な変異が著しい。

南西季節風の吹く 5月から 9月は西岸で雨期となる。

西スマトラ州のパダン市は年降雨量が4，700mmをこえ，スマトラのなかでも最多

雨地方とされている。表…lにスマトラ気候表をあげておこう。パダンの雨量はすさま

じいといってよL、。最寡雨月でさえジャカルタ，シンガポーノレの多雨月に匹敵する雨

量をもっている。山地にかかると雨量はさらに増加する。われわれが調査地と して選

んだウルガドゥトの谷の出口にあるインダノレンの町では 6，000mmの雨量が記録さ

れている。

国立アンダラス大学理学部と京都大学を中心とするいくつかの日本の大学の研究者

が，スマトラ自然研究計画に取りくんだのは 1980年のことであった。同計画は霊長類，

昆虫，植物の三つの部門にわかれた研究プログラムのほかスマトラ自然研究所の建設，

研究者の養成などのプログラムをもっている。筆者はこの計画に堀田満〔京大)らと

参加して，植物班の研究プログラムの一端を担うことができた。ねらいとしたのは熱
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図-1 スマ トラ 島全図

帯多雨林の種の多様性と更

新過程を明らかにする こと

であった。

調査地と調査方法

1980年にはじめて現地

調査をおこなったときの最

大の目的は，数年以上にわ

たる継続観察にたえる永久

プロットを設定することで

あった。西スマトラ州を調

べた結果，ガドゥト山のウ

ノレ ・ガドゥトの谷流域に適

当な場所をみつけることが

できた。ガドゥト山は標高

1，859mの一等三角点をも

っパリサン山脈の一座で，

パダン市の東南東22kmの

ところにある。山頂付近か

ら西にほとんど一直線に流れる谷がウノレ・ガドゥトである(図ー2)。この谷の下部

350mまではほとんど水固などに開発され尽し，低地林はほとんど姿を消してしまっ

たといってよい。

標高 600mまでは低山地フタパガキ林 (Foothill Dipterocarp Forest)が占め

る。第2層にプナ科の樹種が混在するのが特徴的である。 600mから 1000mまで

は山地フタパガキ林 (HillDipterocarp Forest)， 1000 m 以上は山地カシ林 (Hill

Oak Forest)へと変化してし、く。 1500m以上は驚苔類におおわれた上部山地カシ林

(Montane Oak Forest)となる。

低山地林は焼畑のほかに， ローカノレな需要を満たすための小規模伐採によるかく乱

をうけてはいるが，なお天然林としての組成，構造をもっていると判断された。 9月に

米田健(大教大)が山地カシ林帯のなかでアイノレ ・シラ ・プロット (961.1 mりを設

けた。 12月から翌年 1月にかけて堀田満，荻野和彦(当時京大)，および小川房人(大

阪市大〉が0.9054haの低山地フタパカ"キ林帯にヵージャプイ ・プロットおよび上部山

地カシ林帯にガドゥト・プロット (882.9m2)を設けた。

1981年8月，堤利夫(京大)，堀田， 荻野，米田および岡田博(阪大〉が低山地フ

タパガキ林帯にピナン ・ピナン ・プロット(1.0041 ha)を設けた。これらのプロット

はし、ずれも永久プロットとして保存するため，境界と区画を明示した。斜距離で約 10

m のサプ ・プロットに区闘し，地形測量を行った。

胸高直径8cm以上(アイノレ ・シラとガドゥトの両プロットでは4cm以上)の
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表 1 ス7 トラおよび周辺各地の気候

地域 月 日リ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 12均
シ 平均気温 26.2 26.3 27.3127.。26.7 27.0 27. 4 27.4 26.9 26.6 26.9 
ャカ
相対湿度 85 85 83 82 821 81 78 76 75 77 81 82 80 ノレ
タ降雨量 (mm) 335 241 201 141 116 971 61 501 78 911 151 193 1755 

シ 平均気温 26. 1 26. 7 27.2 27.6 27.8 28.0 27.4 27. 3 27.3 27.2 26. 7 26.3 27. 1 
ンポ
相対湿度 8 79 79 

ガ l 811 81 791 80 801 80 80 821 82 80 

ノレ降雨量 (mm) 285 164 154 160 131 177 163 200 122 184 236 306 2282 

メ
平均気温 25. 26. 1 26. 7 27.2 27.2 27.0 27.0 27.0 26. 7 26. 1 26.1 25. 9 26.4 

ター 相対湿度 8C 77 77 781 78 781 76 771 80 82 791 78 78 
ン
降雨量 (mm) 13 911 104 132 175 132 135 178 211 259 246 229 2029 

ノマ 平均気温 27. 27.0 27.0 27. 2 27. 5 27.0 27.0 27.0 26. 7 26. 7 26. 7 26.7 27.0 

ター 相対湿度 8C 72 77 781 76 751 74 771 76 78 791 79 77 
ン
降雨量 (mm) 361 252 355 409 340 289 2501 350 581 545 4764 

全立木に番号を付し直径測定(周囲長)位置に白ペンキて、印をつけた。板根が発達

した樹種については，その影響をさけるための板根の上部で、直径測定をおこなった。

板根の影響は長いものでは地上8mにも達した。困難をきわめたが植物標本を採集

し，樹種の同定につとめた。植物相についてあまりにも知られていないため， 専ら堀

田がその任にあたった。現地名と学名による同定はほとんどできていない。

胸高直径は白ベンキの位置で正確に測定したが，適当なサイズの樹体の裏側に潜ん

だっる， 蘇苔類などの存在は測定値をあやふやなものにする危険がある。寄生植物や

着生植物，とくに寄主にまつわりつく Ficusspp.の測定には常に悩まされつづけた。

4 
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巻尺の使し、かたの誤り，測定者と記録者のあいだの言語のちがし、も無視できない誤差

の原因となりうる。直径測定値は測定がくりかえされるにしたがって，上のような単

純ミスによる測定のあやまりは訂正されていった。

1982年 12月から翌年3月にかけての調査には堀田， 荻野，岡田のほか若月利之(島

根大)，伊藤元巳(東大大学院〉が参加して，土壌の理化学性の調査なども行われた。

1984年9月にはピナン ・ピナン ・プロットで谷から尾根への植生の変化を調べる

ためのベルト・トランセクト，焼畑にするためにいちど完全に伐採したが，そのまま

放棄された場所での植生回復過程を追跡するためのプロットが追加された。同 12月お

よび翌 1985年 1月に荻野，二宮生夫(愛媛大)，吉川賢(高知大〉らが6プロットの

再演tl定を行った。

調査結果と考察

ピナン ・ビナン，ガジャブイ両プロットは，設定してからかなりの時間 (1984年12

月の第5回測定までにピナン ・ピナ γで3年間余，ガジャブイで4年間〉が経過した。

林分構造の動態というべきものがすこしずつではあるが見えてきたように思う。ピナ

ン・ピナン・プロットのデータを中心に紹介していこう。

1. ビナン・ビナン・プロ ットの概要

ガジャブイ ・プロットとならんで低山地フタパガキ林帯においた永久プロットのひ

とつで，面積が 1.0041 haある。比較的幅の狭い尾根をまたぐように設けられている o

両側の谷へおちる斜面はきわめて急峻であるが，尾根そのものはゆるやかに西にむか

つて下っている。小さな隆起はピナン ・ピナンの丘と呼ばれ，標高 500mばかりであ

るが，その直下にまで焼畑の影響がおよんでいる。この林分にも伐採が入っていて，

巨大高木層からフタパガキ科の林木は姿を消してしまっている。しかし林内にのこる

巨大な伐根(大きいものでは高さ 4m，切口の直径が2.4mに及ぶ〉から判断すると，

かつては Shoreαspp などフタパガキ科の種数がかなり多かったにちがL、なし、。こ

のプロットの標高は490mから 520mまで、にわたると推定されている。

この林分の階層構造は(1)巨大高木層 (emergenttree)， (2)高木第 1層 (pro-

minent tree)， (3)高木第2層 (subprominenttree)の3層が林冠の主要な部分を形

成している。平均樹高はそれぞれ50，35， 20 mであった。巨大高木層の樹冠はとびぬ

けて，高木屑の上にひろがっている。樹冠の直径が30mをこえることも稀ではな

い。巨大高木層に出現する樹種はほとんどが Swintonia schwenkii (Anacardia-

ceae)である。この材はきわめて竪密であるが製材，加工は容易で、ある。しかしフ

タパガキ科のものが伐倒されたにもかかわらず，この樹種が残された原因は耐久性が

なく，菌に侵されやすし、からと思われる。

高木第 1層は密で，連続した林冠を形成し，この林分の主要な構成層である。樹種

はきわめて豊富で，同定されたものだけでも Fagaceae(Lithocarpus spp・.Quercus 

spp.)， Burseraceae (Canarium spp.)， Myrtaceae (Syzygium spp.)， Sapindaceae 

(Nephelium juglandifolium)， Bombacaceae (Durio griffithii)に属する 15種以上の
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樹種があげられる。

高木第 2層は第 1層ほど明確な層をつくっているわけで、はない。局部的には上の層

に届いていることもあって，タテ方向に連続した厚い林冠層をみるところもある。こ

の層は樹高がせいぜい 25m に達するにすぎない小高木や，大高木となる若齢木から

なっている。この層を特徴づける小高木群には Myristicaceae(K nema cinerea， K. 

hookeriana)， Thymelaeaceae (Gonystylus forbesii)， Euphorbiaceae (Phyllonthus 

cf. indicus)， Lauraceae (Litsea spp.)， Sterculiaceae (Sterculia custidata)な
どがある。

林冠のギャップに生ずるこ次林生の樹種も多数，このプロット内でであう。いずれ

もせいぜい 30mまでの小高木で，Styrax spp. (2穫)， Macaranga spp. (4種)，

Mαstixia trichotoma， Grewia paniculata， Ficus spp. (5種以上)， Vitex gamose-

alaなどの樹種がそれである。

1981年にプロットが初めて設定されていらい，記録された個体数は820本に達し

た。そのうち 618本について種，属あるいは科のいずれかへの同定ができた。種にま

で同定されたものはしかし，わずかに343本であった。 1984年9月現在，ピナン・ピ

ナン ・プロットの木本植物で同定済となったものは38科， 71属， 68種に整理されて

いる。

2. 胸高直径，樹高の測定結果

絢高直径の最大値はガジャブイ ・プロットでえられた 151.9 cmであった。樹高

41. 0 m，生校下高26.2mのこの木は Binnuangと現地で呼ばれているが未同定のま

ま残っている個体のひとつである。第二はピナン ・ピナン・プロットの Swintonia

schwenkiiで胸高直径 129.9cm，樹高58.6mであった。ガジャブイ ・プロットで最

も高いものはやはり Swintoniaschwenkiiで樹高60.5mで板根の高さが7.9mであ

った。板根の上，地上8mのところの直径は103.5cmあった。

これらが測定値の最も大きなものである。胸高直径は温帯地方の 日本の天然、林で測

定されるものと比べて， とび抜けて大きいというほどのものではない。樹高は 1. 5~

2倍程度あるが， カリマンタンの低地フタパガキ林には 70mをこえる林分がみられ

る。これらのことから最も大きい林分とはし、えないまでも，低山地林としては十分発

達した林分という ことができょう。

胸高直径lOcm以上の個体数は， 1984年 12月の測定時には579本で， 立木密度は

1 haあたり 577本弱となり，断面積合計は36.1m2であった。

3. 林分構造一直径階別領度分布

胸高直径の測定結果を直径階別に頻度分布をとってみると，図ー3のようになる。樹

種を無視して測定した全個体の結果を示したのが総本数の図て、ある。直径階は5cm

幅にとっているが， 5~10 cmのクラスは測定した直径の下限が8cmで、あって，他の

クラスと隔が異っているため以下の論議のなかでは考慮していなし、。頻度分布はみご

となL型分布を示す。

直径階は厳密には年齢階で、はなL、から，時間幅に沿った生長経過をこの図はあらわ

6 熱帯林業 No.4 (1985) 
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図-3(a) 全個体と大径木樹麗群を科ごとにまとめた直径階

別頻度分布図

しているわけではなし、。しかし直径階がすすむにつれて，すなわち個体のサイズが大

きくなるにつれて，個体数が減っている。直径階の小さい方から 80cmまでは各直径

階に必ずいくつかの個体数が数えられるのに対し，80cm以上のサイズのものは不連

続にしか存在しない。全部で6個体が数えられたが Shoreasumatrana，樹種未同定

の2個体をのぞく他の 4個体はすべて Swintoniaschwenkiiであった。

頻度分布を樹種ごとにみると，それぞれの再生過程における挙動がみえておも しろ

い。巨大高木あるいは高木第 1層に出現する樹種を科ごとにまとめて図-3に示した。

Anacardiaceae は巨大高木屑を独占している S叩 intoniaschwenkiiがほとんどを占

めている。 小径木に分布するのが多少みとめられるが，中間のサイズのものがほとん

どみられない。更新がどんどんみられるというわけではなさそうである。

Di pterocarpaceaeにはHopeamengerawan， Parashorea lucida， Shorea suma-

trana などが含まれる。 95~ 100 cm クラスの大径木に1個体を数えるがあとは小径木

熱帯林業 No.4 (1985) 7 
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図-3 (b) 小径木を中心とする樹種群を科ごとにまとめた

直径階別頻度分布図

にかたよった分布をみる。 L型の分布はこのグルーフ。の更新が恒常的におこっている

ことを示唆している。

Fagaceaeも特徴的な頻度分布を示す。このグループは Castanopsisspp.， Litho-

carpus spp.， Quercus spp.など数種の樹種からなっている。小径木から大径木まで

かなり連続した分布を示し，特に小径木から中径木へめだった個体数の減少がおこっ

ていない。 1981年8月の調査時におび、ただしい Queγcusspp の稚樹の発生を観察

した。種子産出量にかなり明瞭な豊作，凶作の周期があることを思わせるできごとで

あった。

Burseraceaeのような断続的な，一定のサイズ・クラスへの集中分布もおもしろい。

再生の周期がかなり長い期間の間隔をもっていることをうかがわせる。

高木第2層以下の樹種群の頻度分布は， Sapotaceae， Moraceae， Euphorbiaceae， 

Lauraceaeなどの例にみるとおり，ほとんど例外なく L型の分布を示した。これらの

グループは階層構造の上部には達しえないから，非常な大径木になることは期待でき

ない。より小さいクラスの個体数がより多いということは，個体群への新規加入が常

s 熱帯林業 No.4 (1985) 



表ー2 各測定時の直径階別頻度分布

孟世ど 10- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80- 90-100- 合計

1981. 9 341 118 49 25 10 6 11 1 2 3 566 

1982. 12 341 125 50 23 11 5 12 1 2 3 573 

1984. 1 346 130 50 24 13 5 12 1 2 3 586 

1984. 9 341 128 49 26 12 6 12 1 2 3 580 

1984. 12 342 126 50 25 12 7 10 3 1 3 579 

時おこなわれることが期待できるけれど，一方で一定のサイズに達したものから，ど

んどん枯死，消滅していくことを意味する。個体群の入れかわりがかなりはげしいも

のと推察される。

4. 林分動態一個体のいれかわり

永久プロットを設定していらい， 1984年 12月までに5図の測定をくりかえしてき

た。表一2に各測定時の調査結果をまとめである。直径10cm以上の個体の総数は平均

577本でほとんど異動がない。各クラスごとにみても本数，構成比のいずれもほとん

どかわっていなL、。 このことはしかし測定の対象となった個体群が変化しなかったこ

とを意味するわけではなし、。各個体はそれぞれ生長し，あるものは枯死し，あるもの

は新しく生れてくる。

ある集団を二回測定したとする。期首にあった個体のあるものは，この集団から出

ていき，あるものは新たに加わる。期末にある個体はこれらの異動の結果を集計した

ものとなる。あるサイズ・クラスの期首に測定した個体数を N1， そのサイズ ・クラ

スの期末の個体数をN2とすれば

N2=N1+(N，-No) ・・… 固 い (1)

ただし N，はこの期間中にこのサイズ ・クラスに加入した個体数 Noはこのサイズ ・

グラスからでていった個体数て、ある。N"Noはさらに

N，=NL+Nu .........(2) 
No=NA +NF+ND.........(3) 

ただし NLは下のクラスから， Nuは上のグラスから加入した個体数 NAは上のク

ラスへ NFは下のクラスへでていったもので NDは枯死した個体数で・ある。

このような考えかたにしたがって， 表 2の第 l回(1981・9)と第5回(1984・12)

測定をそれぞれ期首，期末としてサイズ ・クラスごとの個体数がどのように変化した

か， 調べたのが表-3である。総個体数は期首における 566本が，期末には579本にな

っていて 13本の増加である。 15本 (2.7%)の枯死個体のほか，サイズ・クラス 1以

下へ降りたものが2本 (0.4%)ある。下のグラスから新たに加入してきた個体が30

本 (5.3%)であるから， 差引き 13本 (2.3%)の本数増加があったということにな

る。

サイズ ・ クラスごとに本数の増減をみると，たとえば 1O~20cmのクラスの期首に

熱帯 林 業 No.4 (1985) 9 



表-3 期首 (1981・9)，期末 (1984・12)の直径階別個体数の変化

Ni T No 直径階(cm) N， 
NL I NA NF 

No 

10-20 341 30 2 16 2 13 342 

20- 30 118 16 3 9 2 。 126 

30- 40 49 9 7 2 。 50 

40- 50 25 7 5 2 l 25 

50-60 10 4 。 1 。 12 

60-70 6 2 。 1 。 。 7 

70- 80 11 1 。 2 。 。 10 

80- 90 1 2 。 。 。 。 3 

90-100 2 。 。 。 。 1 

100-110 1 。 。 。 。 。 1 

110-120 。 。 。 。 。 。 。
120-130 2 。 。 。 。
130 -140 。 。 。 。 。
メ口当、 歪~t 566 72 7 42 9 15 579 

おける個体数は341本であった。期末には342本を数え，本数にはほとんど変化はな

いといってよい。しかしこのクラスにこの期間に加入したものが32本あって 30本

は下のクラスから正の生長によって進級してきたもの 2本が上のグラスから降りて

きたものである。一方このグラスからでていったものが 31本あって， うち 16本は正

の生長によって上のクラスへ進級し 2本は下のグラスへ降り， 13本が枯死した。つ

まり全個体数の 10.%弱のものがこのクラスから出たり，入ったりしたわけである。表

にみるとおり，上のクラスから下のクラスへ動くものが少数ながらみられる。生長差

がマイナスであったことをあらわしている。樹幹の伸縮という，きわめて微小な変化

を短期的に測定するときにはおこりえても，比較的長期間にわたる幹生長量を考える

とき， このようなマイナス生長が実際におこっているとは考えにくし、。本数にして

1.%程度の測定誤差がふくまれるとみなければなるまい。

このような誤差を含むことはさけられないが，個体群全体でみても，また各サイズ・

クラスごとにみても，かなりはげしい個体の出入があって著しい変化が生じているこ

とがわかる。

5. 林分動態一一樹種の変化

個体が入れかわることにともなって，樹種の変化がどうなっているかを，さいごに

検討しておきたい。 10......，20cmのサイズ・クラスに下のクラスから進級してきたのは

30本であった。このうち一次林要素のものは Lauraceae， Myrtaceae， Fagaceae， 

Meliaceaeおよび Dipterocarpaceae に属する 5本であった。未同定のもの 10本を

のぞくのこりの 15本が Euphorbiaceae，Leguminosae， Moraceaeその他の二次林

あるいはギャップ生の樹種であった。枯死個体 13本の内訳をみると二次林生樹種が

8本で， 61.%強を占めていた。このクラスを出入りする個体数の半数以上が二次林生
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の樹種であることがわかる。

ひとつのクラスに新しく加入する個体，あるいは枯死する個体のなかで二次林生樹

種が占める割合は， サイズ・クラスが小さいほど大きい。 20~30， 30~40， 40~50 の

各クラスで、新規加入個体に占める二次林生樹穫の割合はおよそ 30%から 40%程度で

あった。サイズ ・クラスが大きくなるにしたがって，二次林生樹種は姿を消していき，

個体群の変化にほとんど関係のない存在となる。

Dipterocarpaceae， Fagaceae， Myrtaceae， Meliaceaeなど高木第 1層以上を占め

る，一次林生樹種は，サイズ ・クラスの小さいところで個体群の動態に決定的な役割

をはたしているとはし、L、がたし、。けれどもサイズ ・クラスが上るにしたがって，これ

らの樹種の動向が大変重要になってくる。 30~40 cm以上のクラスでは二次林生樹種

よりも，新規加入{固体に占める割合が大きくなり，50~60cm ではほとんどすべてが

これらの樹種によってきまるといってよL、。

市土 品
目 高岡

林冠震を形成する個体が枯死すると，林冠にギャップが生ずる。ギャップ内に新た

に発生した稚樹あるいは林内下層に既に存在していた若齢個体がのびだして，このギ

ャップを埋め，もとの成熟した状態にまでもどる。森林はこれらのいずれかの状態が

モザイク様にくみあわさったものとみる ことができる。森林再生過程のこのような

三つの相を，それぞれギャップ，再生，成熟の各発達段階と呼ぶ。 これが WHITMORE

の “森林生長サイクノレ説"である。林分構造が局部的に変化していて，どこもが成熟

状態にある森林などはない。森林はそれ自身の再生過程の構造と して，ギャップ，再

生，成熟の相をもっていることをみぬいた W HITMOREの観察は鋭い。

成熟した林分にみられる構造は，巨大高木，高木第 1，高木第2層のようにみごと

にタテ方向に林冠が分化している。ギャップには多数の稚樹が発生し ときには足の

踏みばもないほどになる。けれどもすべての稚樹が高木になるとは限らない。巨大高

木，高木になるものでもしばしば発達の途中段階で消えていく，樹種によっては決し

て高木にまで生長しないものもある。このことは林分構造を再生過程の表現とみると

き，さらに一歩ふみこんで，ひとつひとつの種個体群がどのような動態をみせている

のかにまでたちいった観察を必要とするように思える。これまでの調査記録からひと

つひとつの種個体群を抽出することはできなかったが，グループの特徴づけの方向は

みいだしえたように思う。

小径木を中心とした，林内下層をつくる個体群は，大径木を中心とする林内上層個

体群とは動きが奥る。 林内上層個体群の樹種で小径木時代にあるものもまた別のグノレ

ープを形成する。

小径木個体群は更新も盛んであるが，枯死するものも多く，回転が早い。典型的な

のは二次林生の樹種のっくりあげる{自体群である。林内上層個体群は完成するまでに

は長年月を要する。しかしいったん上層を占めてしまってからは長期安定的な存在で

あるわけではないらしい。かなり頻繁に巨大高木あるいは高木第 1層の枯死したも
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のを見かける。林内上層偲体群の幼・若齢時個体群は上層個体群の予備的な存在であ

るが，ここにあるすべての個体が上層木にはなりえない。小径木個体群のなかにあっ

て，上層木の影響のもとにすごさなければならない。生長の可能性がまだ残っている

あいだに，機会がえられなければ死滅すべき運命のもとにおかれている。適当数の稚

幼樹の補給がなされていること，他の小径木個体群との競争に打克つだけの個体数と

生長力をもっていること，上層にギャップが生じたとき周辺個体をぬきんでて，必要

な生育空間を確保することなどの条件を満たさねば高木個体群はそれ自身を維持する

ことはできないのである。

おわりに

西スマトラ州パダン市郊外の熱帯多雨林の観察をはじめて，ょうやく 5年が過ぎよ

うとしている。アンダラス大学の全面的な協力をえて，現地調査は順調に回を重ね，

蓄積されたデータの量は莫大な数にのぼった。けれども植物の同定ができないため，

なかなか解析がすすんでいない。主要樹種の個体群の動態解析によって，熱帯多雨林

の更新過程をあきらかにしようとLづ最初の目論見に近づくまでにまた多くの努力を

必要とするにちがし、なし、。

スマトラ自然研究計画は京都大学の川村俊蔵教授のアイデアによ って動きだした。

実現までの川村教授の尽力は，ことばにはあらわせない。大串龍一教授(金沢大〉と

昆虫班，堀田満助教授〔京大)と植物班の各位からは調査を共にして，多くのことを

学ぶことができた。アンダラス大学ではユヌス学長，アムシーノレ理学部長はじめ生物

学科の教職員各位は計画実現に最大の努力をはらわれた。学生達はプロットの設置，

維持，データの収集に献身的な働きをみせてくれた。

最後になったが，スマトラ自然研究計画は文部省科学研究費， 日本学術振興会の交

流計画によって実施されたが，万博記念財団， トヨタ財団，鹿島財団，イースト・ウ

エスト・セミナの資金援助をうけた。記して厚く感謝の念を表したい。

〔参考文献J1) Sumatra Nature Study (Botany): Forest Ecology and Flora of 
G. Gadut， West Sumatra 1980-1984， 1984 2) WHITMORE， T. C.，: Tropical Rain 

Forests of the Far East， 1975 

12 熱帯林業 No.4 (1985) 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




